
事業所名 こども発達支援 ASO-VIVA

工夫している点、課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

【工夫している点】

整理整頓をしスペースを有効活用できるようにしたり、児

童が多い日は公園で活動したり、集団活動を2部制にするな

ど工夫しております。

【改善目標】

基準以上のスペースを有しておりますが現実はそれでも手

狭に感じる事もあるので活動毎に指導訓練室の使い分けを

しおり、また指導訓練室は常に整理整頓をし定期的にレイ

アウトのを変える等の対処をしております。
【工夫している点】

令和7年1月現在は常勤5名、非常勤2名の5～7人体制で運営

しております。また指導訓練室毎に必ず指導員いるように

不足している時は適宜、指導員間で連携を取り人員の調整

をしております。

【改善目標】

指導員の病欠が重なるとマンパワー不足になるので人員の

補充を検討しております．

【工夫している点】

事業所内は視覚的に認知しやすいようにピクトグラムを使

用したルームプレートを設置しております。

【改善目標】

住居型の施設の為、場所によってはドア枠の1cm程度の段

差や階段がございます。ご利用を検討されている場合はご

契約前に一度、見学をして頂きご確認をお願いします。
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業務改善を進めるためのPDCA

サイクル（ 目標 設定 と振 り返

公表：令和7年4月1日実施：令和7年1月

名 6 枚 割合回答数 100 ％指導員数 6

いいえ

24

生活空間は、本人にわかりやす

く構造化された環境になってい

る。また、障害の特性に応じ、

事業所の設備等は、 バリ アフ

リー化や情報伝達等への配慮が

適切になされている

15

利用定員が指導訓練室等スペー

スとの関係で適切である

1

生活空間は、清潔で、心地よく

過ごせる環境になっている。ま

た、子ども達の活動に合わせた

空間となっている
5

チェック項目

③
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15

職員の配置数は適切である

②

はい
どちら

ともい

えない

④

【工夫している点】

当事業所では常時換気や次亜塩素酸水を使用した除菌清掃

を毎終業後行っております。また季節に応じた室温、湿度

を適度になるように管理も徹底し、嘔吐や排泄などの汚染

物も適切に処理できるように指導員間で感染マニュアルに

沿った共有をして感染対策も徹底しております。

【改善目標】

今後も継続して衛生管理を行います。

【工夫している点】

毎週木曜日にカンファレンスを行い、児童の情報共有や今

事業所向け自己評価集計結果（公表）



業

務

改

善

⑨

⑩

6

サイクル（ 目標 設定 と振 り返

り）に、広く職員が参画してい

る
⑤

6

アセスメントを適切に行い、子

どもと保護者のニーズや課題を

客観的に分析した上で、個別支

援計画を作成している

6

6⑥

保護者等向け評価表により、保

護者等に対して事業所の評価を

実施するとともに、保護者等の

意向を把握し、業務改善につな

げている

⑦

事業所向け自己評価表及び保護

者向け評価表の結果を踏まえ、

事業所として自己評価を行うと

ともに、その結果による支援の

質の評価及び改善の内容を、事

業所の会報やホームページ等で

公開している

職員の資質の向上を 行う ため

に、研修の機会を確保している

⑧

6

5 1

個別支援計画には、児童発達支

援・放課後等デイサービスガイ

ドラインの「発達支援（本人支

援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援

内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上

毎週木曜日にカンファレンスを行い、児童の情報共有や今

後の支援方針を話し合う機会を設けております。また議事

録を作成する事で振り返りや非常勤のスタッフにもモニタ

リング会議、ケース会議と参画できる体制を整えておりま

す。

【改善目標】

今後も継続してより良い支援を目指します。

【工夫している点】

保護者等向け評価表を集計後、スタッフ会議を開き改善策

を話し合っています。

【改善目標】

保護者向け評価表による評価と公表を実施し、意向を把握

し、今後のより良いサービス・支援の為に改善、対策に努

めてまいります。

【工夫している点】

ホームページやInstagram等で公表を行っております。

【改善目標】

今後も評価表の周知を行って参ります。

【工夫している点】

定期的に事業所内研修を開催し、地域の研修にも参加して

おります。また参加した指導員には研修内容をまとめても

らい後日指導員間で伝達を行っております。

【改善目標】

外部研修への参加を多く行えていないので今後は積極的に

外部研修へ参加します。

【工夫している点】

常に指導員間で児童の情報を共有し話し合いを頻繁に行っ

ています。また保護者様とも送迎時の会話の中で出てきた

情報も指導員間で共有し、ニーズの把握に務めています。

【改善目標】

多種多様な有資格者がいますが指導員の35～40代と主な年

齢層が狭いので偏った思考になってしまわないように常に

色んな世代の取り組みを意識するように心掛けています。

【工夫している点】

法改正で変わったガイドラインの理解を深め、ガイドライ

ンに則っとり個別支援計画を作成しております。

【改善目標】

今後もガイドラインの変更等に直ぐに気付き対応できるよ

うに心掛けます。



【工夫している点】

児童の様子を、詳しく記録出来るように指導員間で児童の

様子を伝え合い些細な事でも共有出来るようにしておりま

す。また、必要に応じて新しい課題やストレングスに繋が

る記録も残すようにしております。

【改善目標】

記録システムを導入した事により、どこでも記録できるよ

うになったのでより良い支援に繋げられるように記録も

しっかり行って参ります。
【工夫している点】

モニタリングは6ヶ月に1度、ケース会議は週に1度行い常

に児童の近況を指導員間で共有しております。また送迎時

に保護者様と話し合い、児童の状態や保護者の意向を受け

適

切

な

支

援

の

提

供

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

定期的にモニタリングを行い、

個別支援計画の見直しの必要性

を判断している

個別支援計画に沿った支援が行

われている

4 2

活動プログラムが固定化しない

よう工夫している

活動プログラムの立案をチーム

で行っている

5 1

6

子どもの状況に応じて、個別活

動と集団活動を適宜組み合わせ

て個別支援計画を作成している

6

6

日々の支援に関して記録をとる

ことを徹底し、支援の検証・改

善につなげている

【工夫している点】

カリキュラムとしてプログラムを曜日固定にしております

が課題は毎回違う事をするようにしております。例えば

Sportsの日ではYogaをする事もあればサッカーやサーキッ

トトレーニングをする事もあります。例外的に成功体験を

積んでもらうために同じ課題を行うこともあります。

【改善目標】

今後も児童の楽しいを提供できるように取り組んで参りま

す。
【工夫している点】

保護者様のご要望により個別対応が必要な場合は集団と個

別とで支援を行っております。また当日の児童の情緒面や

疲労度を踏まえ児童と話し合い、集団の参加を休んだりと

対応しております。

【改善目標】

今後も児童が無理なく楽しめる場所であれるように柔軟な

対応を心掛けて参ります。

で、具体的な支援内容が設定さ

れている
【工夫している点】

記録システムの導入により個別支援計画書を保護者様、指

導員が見たい時にいつでもどこでも閲覧できるようになり

チームとしての共通認識をより強くすることが出来るよう

に取り組んでおります。

【改善目標】

今後も常に支援の事を考えられるような体制を整えて参り

ます。

【工夫している点】

毎朝のミーティングで、当日の集団活動について検討を

し、チーム全体で課題の精査、効果や狙いの共有、指導員

への事前情報提供など、多角的な視点から集団活動の質を

高めるための取り組みをしています。

【改善目標】

午後から勤務の非常勤指導員にはしっかり共有する事が出

来ていない日もあるのでしっかり共有して行きます。



に保護者様と話し合い、児童の状態や保護者の意向を受け

日々の支援に取り入れています。

【改善目標】

システム上で児童一人ひとりの記録を見られる環境を作り

る事で常勤だけでなく非常勤の指導員にもモニタリング会

議、ケース会議と参画できる体制を整えております。

⑳

㉑ 5 1

関

係

機

関

や

保

護
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と

の

連

携

⑯

⑰

⑱

⑲

他の児童発達支援センターや通

所支援事業所、発達障害者支援

センター等の専門機 関と 連携

し、助言や研修を受けている

6

障害児相談支援事業所のサービ

ス担当者会議にその子どもの状

況に精通した最もふさわしい者

が参画している
5 1

母子保健や子ども・子育て支援

等の関係者や関係機関と連携し

た支援を行っている

3 2 1

運営規程、利用者負担等につい

て丁寧な説明を行っている

3 3

日頃から子どもの状況を保護者

と伝え合い、子どもの発達の状

況や課題について共 通理 解を

持っている
6

【工夫している点】

基本は児童発達支援管理責任者が参加していますが、事業

所内での事前ケース会議の情報共有で全てを把握しきれな

い場合は深く関わっている者が参加することもあります。

【改善目標】

担当者会議で情報不足を感じる事があり、事業所内での情

報共有がサマリ的になってしまい詳しくまで理解できない

事があるので児童発達支援管理責任者の参加に拘らず熟知

している者が参加する事を検討しています。
【工夫している点】

医療ケア児に対する訪問看護の利用や児童相談所や地域の

学校からの要請に答えるなど児童の生活環境を整える為に

必要なサービスを提案したりと積極的に他機関との連携を

取るようにしております。

【改善目標】

今回のアンケートで指導員全体へ日頃の取り組みの周知が

行き届いてなかった事に気付けたので今後は改善出来るよ

うにして参ります。

【工夫している点】

連絡システムを導入し、連絡帳に画像が添付できるように

なった事でこれまで口頭では伝えづらかったお子様の表情

やその場の雰囲気までお伝えする事が可能になりました。

【改善目標】

今後も継続し取り組みを続けて参ります。

【工夫している点】

当事業所では横のつながりも重要視し、他施設への見学、

訪問、他施設からの訪問、情報交換を積極的に行っていま

す。また送迎時や担当者会議の場で他事業所との指導員間

の情報共有も行うようにしております。

【改善目標】

今後も継続し取り組みを続けて参ります。

【工夫している点】

ご契約時に重要事項説明書を基にご説明をさせて頂いてお

ります。ご不明点が御座いましたらお気軽にお問い合わせ

ください。お問い合わせ内容に応じてお答えさせて頂いて

おります。

【改善目標】

今後も継続し取り組みを続けて参ります。



㉒

㉓

ガイドラインの「発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支

援内容と、これに基づき作成さ

れた「個別支援計画」を示しな

がら支援内容の説明を行い、保

護者から個別支援計画の同意を

得ている

6

定期的に、保護者からの子育て

の悩み等に対する相談に適切に

応じ、必要な助言と支援を行っ

ている
5 1

㉔

㉕

㉖

㉗
非

緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュア

ル等を策定し、職員や保護者に

周知するとともに、発生を想定

した訓練を実施している 5 1

6

非常災害の発生に備え、定期的

に避難、救出その他必要な訓練

を行っている

定期的に会報等を発行し、活動

概要や行事予定、連絡体制等の

情報を子どもや保護者に対して

発信している
5 1

個人情報の取扱いに十分注意し

ている

5 1

【工夫している点】

当事業所では個別支援計画書やモニタリング報告書等の書

類を作成する場合には一度、案を提案し保護者様の要望に

応えれているかや児童の現状と保護者様の想いに乖離が無

いかを保護者様と擦り合わせ本計画を作成しております。

【改善目標】

今後も継続し取り組みを続けて参ります。

【工夫している点】

ご要望に応じ、困り事に対しエビデンスに基づいた対処法

を提案しております。適当な距離感を保ち、求められてい

ない助言はしないようにしております。

【改善目標】

研修への不十分な面もあり対応出来なこともあるので研修

への参加頻度を上げ、指導員ひとりひとりの対応力を付け

れる様な取り組みを行って参ります。

【工夫している点】

SNSとHPで活動内容の様子を発信しております。災害・天

災時の受け入れは電話対応や事前に分かっているものなら

書面での周知も行っております。

【改善目標】

今後も継続し取り組みを続けて参ります。

【工夫している点】

個人情報が記載された書類は鍵付きのキャビネットに保管

し、関連機関等との情報共有時にも伏字を使用しておりま

す。また、SNSにて使用する児童が写った画像についても

ご契約時に任意の同意書をもらうなど保護者様に確認して

います。

【改善目標】

SNS等での情報発信において細心の注意をはらいます。

【工夫している点】

年間2回、3月と8月に避難訓練を実施しております。また8

月の避難訓練では実際に災害・消火体験が出来るように防

災センターへ行っております。そこで地震や台風や火災な

ど仮想体験積んでもらう事で想定の避難訓練では伝わりき

れない経験をしてもらっています。

【改善目標】

3月の避難訓練は事業所内での実施で児童の真剣度や緊迫度

を引き出しづらいので事業所で出来る消火体験など児童の

動機を強化できるような内容も盛り込んで行こうと考えて

おります。



非

常

時

等

の

対

応

ヒヤリハット事例集を作成して

事業所内で共有している

6

虐待を防止するため、職員の研

修機会を確保する等、適切な対

応をしている

6

㉘

㉙

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

【工夫している点】

ヒヤリハットの事例があった場合、記録し、必ず会議にて

報告をしております。また会議に参加出来なかった非常勤

職員にも共有出来るようにしております。

【改善目標】

元気な児童が多く事故につながる可能性が高いので事業所

全体でヒヤリハットの閾値を下げ、もっとヒヤリの場面を

共有出来るように職場改善を行って参ります。

【工夫している点】

虐待防止・権利擁護委員会を発足し、指導員・保護者への

早期発見チェックリストのアンケートを行い、それに基づ

いて虐待防止にかかる研修を実施しております。

【改善目標】


